
「
Iη
叩
ふ
u
q
h

ふ
事
官
埠
エ
ハ
」

杜
詩
に
お
け
る

は
じ
め
に

に
つ
い
て

(
七
五
九
)
の
夏
、
奇
功
参
軍
と
し
て
繋
州
(
模
商
省

葉
県
)
に
あ
っ
た
社
甫
は
、
二
十
句
か
ら
な
る
「
菱
自
歎
」
(
『
社
詩

評
技
』
巻
七
。
以
下
『
詳
注
』
)
を
詠
じ
た
の
に
続
い
て
、
「
夏
夜
歎
L

(
間
)
を
書
い
た
。
こ
ち
ら
は
二
十
四
旬
か
ら
な
る
。

ー
永
日
不
可
幕
、
水
日
暮
る
可
か
ら
ず

2
炎
蒸
毒
我
腸
炎
蒸
我
が
腸
を
毒
す

3
安
得
万
里
印
刷
安
く
ん
ぞ
万
患
の
嵐
の

4
戦
線
吹
我
裳
瓢
織
と
し
て
我
が
裳
を
吹
く
こ
と
を
得
ん
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，、な

念
う
彼
の
支
を
荷
う
の
土

窮
年
辺
護
を
守
る
を

何
に
由
り
て
か
一
た
び
洗
濯
せ
ん

執
熱
互
い
に
柑
い
望
む

後

藤

正

秋

山

ω
況
復
煩
促
倦
況
ん
や
復
た
煩
促
し
て
倦
む
を
や

や
す

討
激
烈
忠
時
康
激
怒
時
の
康
か
ら
ん
こ
と
を
患
う

こ
の
年
め
震
に
皐
越
が
続
い
た
こ
と
は
、
明
白
鹿
帯
一
一
同
』
巻
十
、
粛

宗
紀
、
乾
一
応
二
年
四
月
の
条
に
、
「
奨
亥
、
一
以
久
田
平
徒
市
、
零
祈

ひ

で

り

う

つ

あ

ま

ご

い

一
問
。
」
(
焚
亥
、
久
し
く
開
平
す
る
を
以
て
市
を
徒
し
、
零
し
て
雨
を
祈

る
。
)
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
華
料
で
も

酷
暑
が
続
い
た
。
「
菱
自
歎
」
で
は
暑
熱
の
過
酷
さ
を
、
「
飛
鳥
苦
熱

死
、
池
魚
沼
其
泥
」
(
飛
鳥
熱
に
苦
し
み
て
死
し
、
池
魚
其
の

泥
に
溜
る
)
と
表
現
し
て
い
る
。
社
南
は
夜
に
な
っ
て
も
続
く
暑
さ

に
耐
え
か
ね
て
、
涼
し
い
嵐
が
吹
く
こ
と
を
綴
い
、
辺
境
の
守
備
に

従
事
す
る
兵
士
連
の
心
境
を
思
い
や
り
、
平
穏
な
時
世
に
な
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

鈴
木
克
雄
『
国
訣
撰
文
大
成
社
少
陵
詩
集
』
(
国
民
文
庫
刊
行

会
、
一
九
二
九
)
は
「
夏
夜
歎
」
の
第
十
六
匂
に
見
え
る
「
執
熱
」

(27) 



を
「
熱
を
執
り
て
」
と
読
み
、
「
字
解
」
「
司
詩
経
』
小
雅
桑

柔
篇
に
、
:
:
:
と
あ
り
、
熱
気
の
も
の
を
手
に
も
ち
た
る
と
き
、
そ

の
熱
を
去
る
に
は
、
水
に
て
そ
の
手
を
あ
ら
は
ぬ
も
の
な
き
を
い
ふ
。

孟
子
(
離
婆
篇
)
に
之
を
引
き
て
、
:
・
・
:
と
い
へ
り
。
孟
子
は
濯
を

仁
に
た
と
へ
た
り
。
社
詩
の
意
も
表
裏
の
二
様
あ
る
な
る
べ
し
。
」

と
述
べ
、
ニ
匂
を
、
「
彼
等
は
一
熱
い
も
の
を
手
に
も
ち
な
が
ら
お
た

が
ひ
に
遠
方
か
ら
望
み
あ
っ
て
ゐ
る
、
ど
う
し
た
な
ら
ば
そ
の
熱
気

を
水
で
さ
ら
り
と
洗
ひ
去
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
J
と
訳
し
て
い
る
っ

た
だ
し
、
「
熱
い
も
の
」
に
つ
い
て
は
説
明
を
加
え
な
い
。

確
か
に
「
執
熱
」
は
手
前
経
』
や
『
孟
子
』
に
こ
そ
克
ら
れ
る
語

で
は
あ
る
も
の
の
、
明
文
選
』
や
『
玉
ム
口
新
一
詠
』
に
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
語
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
全
唐

詩
』
に
お
い
て
は
八
例
が
見
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の

う
ち
の
七
例
ま
で
が
社
詩
中
の
用
例
で
あ
り
、
か
つ
社
詩
以
前
の
用

例
は
な
い
。
ま
た
、
社
詩
に
「

O
凱
じ
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る
語

は
、
詩
趣
に
用
い
ら
れ
る
も
の
も
含
め
る
と
、
「
苦
熱
」
四
例
、
「
炎

熱
」
「
触
熱
」
「
毒
熱
」
各
二
例
、
「
栄
町
熱
」
「
煩
熱
」
「
内
熱
」
「
春

熱
」
「
冬
熱
」
「
避
熱
」
「
鈴
熱
」
「
林
熱
」
「
耳
熱
」
各
一
例
で
あ
り
、

「
執
熱
」
は
群
を
抜
い
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
「
執
熱
」
は

社
詩
に
お
い
て
特
徴
的
な
諮
で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
で
は

「
執
熱
」
の
諮
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
含
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
は
、

「
熱
い
も
の
を
手
に
持
つ
」
と
解
し
て
お
く
だ
け
で

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み

た
い
。

で
あ
ろ
う
か
、

成
都
時
代
以
前

社
詩
に
お
い
て
最
も
早
く
「
執
熱
」
の
語
、
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

「
大
雲
寺
賛
公
一
房
間
首
」
〈
其
四
〉
(
『
詳
詮
h

巻
図
)
に
お
い
て
で
あ

る
つ
こ
の
詩
は
歪
簿
二
裁
(
七
五
七
)
、
長
安
で
賊
中
に
あ
っ
た
時

に
、
朱
雀
街
の
南
、
懐
遠
坊
に
あ
っ
た
大
雲
寺
の
情
、
賛
上
人
を
訪

ね
た
持
に
作
ら
れ
た
っ
来
の
四
匂
に
、
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

既
未
免
時
鞠
紳
援
に
未
だ
鶏
紳
を
免
れ
ざ
る
も

時
来
憩
奔
走
時
に
来
っ
て
奔
走
を
憩
わ
し
め
ん

近
公
如
白
雪
公
に
近
づ
け
ば
白
雪
の
如
し

執
熱
煩
何
有
執
熱
煩
伺
か
有
ら
ん

司
九
家
築
技
杜
詩
b

巻
二
な
ど
が
、
「
執
熱
」
の
典
拠
と
し
て
忍
一
則

経
』
大
雅
・
桑
柔
を
引
く
の
は
妥
当
で
あ
る
。
「
桑
柔
」
に
は
、
次

の
よ

υ

防
は
じ
と
も
U

円'丸
H

劉
則
ム
同
町
中
卒
中
市
王
丸

逝
不
以
濯

(28) 
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「
桑
柔
」
は
周
の
…
純
一
土
の
怒
政
を
誇
っ
た
詩
と
さ
れ
る
の
「
誰
能
」

の
二
句
に
つ
い
て
、
毛
伝
に
は
、
「
濯
所
以
救
熱
也
、
礼
亦
所
以
救

乱
也
。
」
(
濯
は
熱
を
救
う
所
以
な
り
、
礼
も
亦
乱
を
救
う
所
以
な

り
。
)
と
一
一
一
一
口
い
、
鄭
護
に
は
、
「
我
諮
女
以
一
致
天
下
之
愛
、
教
女
以
次

序
賢
能
之
爵
。
設
ハ
為
之
、
当
知
子
持
熱
物
之
用
濯
、
制
明
治
留
之
進
、

な

ん

じ

っ

当
用
賢
者
。
」
(
我
女
に
諮
ぐ
る
に
天
下
の
遅
い
を
憂
う
る
を
以
て

し
、
女
に
教
う
る
に
賢
能
の
爵
を
次
序
す
る
を
以
て
す
。
拡
(
れ
之
を

aiv寸

G

為
す
に
、
当
に
手
に
熱
物
を
持
つ
の
濯
を
用
う
る
が
如
く
な
る
べ
し
、

治
闘
の
道
は
、
廷
に
賢
者
を
用
う
べ
き
を
謂
う
。
)
と
一
一
一
一
向
う
。
熱
い

物
を
手
に
持
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
冷
水
で
洗
っ
て
さ
ま
す
よ
う
に
、

人
民
が
兵
乱
に
疲
弊
す
る
世
の
中
を
正
す
に
は
、
賢
能
の
士
を
登
用

し
て
善
政
を
布
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
執
熱
」
に
つ
い
て
は
別
の
説
も
あ
る
。
一
例
を
引
い
て
お
け
ば
、

時
代
は
下
る
が
、
欧
際
情
『
詩
本
義
h

巻
十
…
に
は
、
「
:
:
:
謂
選

王
脱
税
藤
、
思
得
賢
君
以
好
恵
。
如
執
熱
者
、
執
不
思
往
就
水
、
機
濯

う

れ

ゆ

る

其
煩
也
。
」
(
:
:
:
王
の
暴
虐
に
遭
い
、
賢
君
を
得
て
以
て
患
い
を
は
W

と

ら

た

れ

く
せ
ん
こ
と
を
思
う
を
謂
う
。
熱
に
執
わ
る
る
者
の
如
き
は
、
執
か

往
き
て
水
に
就
き
、
其
一
の
煩
い
を
謙
譲
す
る
を
思
わ
ざ
ら
ん
や
。
)

と
一
一
諮
問
、
っ
。
欧
陽
婚
は
暑
熱
に
と
ら
え
ら
れ
て
苦
し
む
、
と
解
釈
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
桑
柔
」
に
は
、
二
通
り
の
解
釈
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。
「
桑
柔
」
の
こ
の
部
分
は
、
離
婁
上
に
も
引
用

さ
れ
て
い
る
の

仁
不
可
為
衆
也
、
夫
留
君
好
仁
、

天
下
無
敵
。
今
泊
以
欲
無
敵
於
天
下
、
同
不
以
仁
、
是
猶
執
熱
部

不
以
謹
也
。
詩
一
広
、
誰
能
執
熱
、
逝
不
以
援
。

孟
子
日
く
、
:
:
:
。
孔
子
日
く
、
仁
に
は
衆
を
為
す
可
か
ら

ず
、
夫
れ
問
者
仁
を
好
ま
ば
、
天
下
に
敵
無
し
、
と
。
今
や

し
か

天
下
に
敵
燕
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
市
も
仁
を
以
て
せ
ず
、
是

れ
猶
お
執
熱
な
る
に
街
も
濯
を
以
て
せ
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。

詩
に
一
寄
っ
、
誰
か
能
く
執
熱
な
る
に
、
逝
に
濯
を
以
て
せ
ざ
ら

ん
、
と
。

訓
読
は
湯
浅
幸
孫
・
日
原
利
忠
・
加
地
伸
行
明
孟
子
陥
(
世
界
古

典
文
学
金
集
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
こ
に
よ
っ
た
。
問
書
の
訳
文

は
次
の
通
り
で
あ
る
の

意
子
、
が
一
一
一
一
口
っ
た
、
「
:
:
:
。
孔
子
も
ま
た
、
明
人
数
の
多
い
こ

と
も
、
仁
徳
に
は
及
ば
な
い
。
関
君
が
仁
を
好
め
ば
、
天
下
に

敵
す
る
も
の
は
な
い
』
と
一
一
出
回
っ
た
。
今
日
の
諸
侯
は
天
下
に
敵

の
い
な
い
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
、
仁
政
を
行
わ
な
い
。
こ
れ

は
、
熱
気
に
苦
し
み
な
が
ら
、
水
浴
し
て
涼
を
求
め
な
い
の
と

同
じ
だ

Q

詩
に
も
、
明
誰
か
炎
熱
を
苦
と
せ
ず
/
水
搭
し
な
い

で
お
ら
れ
よ
う
』
と
あ
る
」

つ
ま
れ
ソ
、
「
執
熱
」
を
「
熱
気
に
苦
し
」
む
こ
と
で
あ
る
と
解
釈

(29) 



す
る
の
で
あ
る
。
注
に
お
い
て
も
、
「
執
熱
は
熱
い
暑
気
。
:
:
:
濯
は
、

(1) 

あ
ら
う
、
水
浴
す
る
こ
と
と
一
言
う
。
」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
岡
山
一
討

経
』
の
「
執
熱
」
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
、
熱
い
物
を
手
に
持
っ
と

す
る
解
釈
と
、
警
気
(
暑
熱
)
に
と
ら
え
ら
れ
て
苦
し
む
、
あ
る
い

は
熱
い
暑
気
と
す
る
解
釈
が
併
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
『
孟
子
』

(2) 

は
後
者
の
意
妹
で
用
い
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
大
雲
寺
賛
公
一
関
山
首
」
〈
其
間
〉
に
も
ど
ろ
う
。
柱
橋
は
〈
其
一
〉

の
日
間
一
政
で
も
、
大
一
雲
寺
の
た
た
ず
ま
い
を
、
「
心
在
水
精
域
」
(
心
は

水
橋
の
域
に
在
り
)
と
描
写
し
、
「
水
精
の
域
」
に
総
え
て
い
た
。

こ
の
水
精
の
認
は
賛
上
人
の
心
境
を
白
雪
に
喰
え
て
い
る
こ
と
と
通

ず
る
も
の
が
あ
る
。
J

日
一
審
の
清
ら
か
さ
か
ら
連
想
さ
れ
て
で
き
た
の

が
「
執
熱
」
の
旬
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
脅

は
二
句
を
、
「
あ
な
た
に
近
づ
く
と
白
雪
に
近
づ
い
た
様
な
も
の
で

熱
い
も
の
を
手
に
し
た
と
き
の
あ
つ
く
る
し
さ
ご
と
き
は
な
ん
で
も

な
く
消
え
う
せ
て
し
ま
ふ
。
」
と
訳
す
。
司
社
討
一
縦
』
の
一
方
の
解
釈
に

沿
っ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
成
武
‘
張
志
民
同
社
南
詩
全
訳
』

(
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
)
は
、
「
箆
近
怒
就
像
裳
近
白
雪
一

様
、
使
我
内
心
火
線
疎
的
煩
践
情
緒
化
為
烏
有
。
」
と
訳
し
て
い
る
。

賛
上
一
人
の
そ
ば
に
い
る
と
白
雪
に
近
寄
っ
た
よ
う
に
、
社
甫
の
火
の

よ
う
に
熱
く
い
ら
だ
っ
心
が
さ
っ
ぱ
り
と
消
え
て
し
ま
う
、

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
詳
性
』
が
引
く
、
「
遠
注
」

と
い
う

(
張
遠

会
科
』
)
に
、
「
公
詩
用
執
熱
、
倶
作
熱
不
可
解
、
一
一
対
賛
公
、
財

心
地
自
涼
、
覚
煩
霧
尽
釈
実
。
」
(
公
の
詩
に
執
熱
を
用
う
る
は
、
俣

h

じか

に
熱
解
く
可
か
ら
ず
と
作
す
、
一
た
び
賛
公
に
対
え
ば
、
別
ち
心

ニ
》
コ
ア
ζ

》
}

地
は
自
ず
か
ら
諒
し
く
、
環
露
の
尽
く
釈
く
る
を
覚
ゆ
る
を
一
一
一
一
口
う
J

と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
と
母
、
法
問
じ
で
あ
る
。
社
南
「
入
奏
一
行
、
贈
西
山

検
察
使
欝
侍
御
」
(
内
詳
控
』
一
巻
一

O
)
に
「
煩
熱
」
の
語
を
用
い
て
、

「
穣
築
婦
罰
金
鐙
凍
、
洗
糠
煩
熱
足
以
寧
君
纏
」
(
夜
襲
留
に
帰
し

て
金
鐙
凍
り
、
煩
熱
を
洗
襟
し
て
以
て
君
、
が
艇
を
寧
ん
ず
る
に
足
れ

り
)
と
一
一
一
一
口
う
の
も
、
玉
壷
の
誌
の
よ
う
に
清
廉
で
あ
る
欝
侍
御
が
朝

廷
に
入
れ
ば
、
暑
苦
し
さ
を
洗
い
流
し
て
天
子
の
体
を
安
ら
か
に
す

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
「
大
雲
寺
賛
公
一
勝
」
に
通
ず

る
表
現
で
あ
る
。

で
は
、
他
の
社
詩
の
「
執
熱
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
引
い

た
「
一
昼
夜
歎
」
の
中
間
部
分
を
再
度
掲
げ
る
。

念
彼
荷
文
士
念
う
彼
の
支
を
荷
う
の
士

窮
年
辺
一
騒
を
ん
す
る
を

同
に
宿
り
て
か

(30) 

{可
由

は Ii

椅
いた
望び
む洗

議
せ
ん

久
し
く
炎
熱
に
苦
し

久
苦
子
炎
熱
、

」

こ

こ

ろ

は

交

を

荷

う

の

士

但
だ
想
望
す
る
の
み
に
し
て
、
来
だ

た



び
洗
濯
す
る
能
わ
ず
と
。
)
と
解
し
て
い
る
。
間
境
の
守
備
兵
た
ち

は
炎
熱
に
苦
し
み
、
熱
気
が
去
る
こ
と
を
心
持
ち
に
し
て
い
る
と
い

(
3〉

う
の
で
あ
ろ
う

Q

こ
れ
に
対
し
て
朱
鶴
齢
宗
門
工
部
詩
集
輯
注
』
巻

(4) 

五
は
、
錨
川
市
の
発
一
一
一
一
口
を
川
引
い
て
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
守
つ
の

錨
一
短
日
、
考
亭
解
詩
、
執
熱
作
執
持
之
執
。
今
人
以
水
濯
手
、

最
使
能
執
持
熱
物
子
。
蓋
熱
日
執
熱
、
猶
云
熱
不
可
解
。
批
古

文
用
字
奥
処
。
濃
部
洗
濯
之
濯
、
お
可
解
熱
也
。
社
詩
援
用
執

熱
字
、
皆
作
実
用
、
是
…
証
拠
。

鍾
慢
日
く
、
考
亭
山
…
討
を
解
し
て
、
執
熱
を
執
持
の
執
と
作

す
。
今
人
水
を
以
て
予
を
濯
う
に
、
室
に
便
ち
能
く
熱
物
を

執
持
せ
ん
や
。
蓋
し
熱
を
執
熱
と
臼
う
は
、
猶
お
熱
解
く
可

か
ら
ず
と
云
う
が
ご
と
し
。
此
れ
古
文
の
用
字
の
奥
処
な
り
。

濯
は
即
ち
洗
濯
の
濯
、
浴
し
て
熱
を
解
く
可
き
な
り
と
。
杖
詩

u
 

は
麗
し
ば
執
熱
の
字
を
用
い
、
皆
な
実
用
と
作
す
、
是
れ
…
証

拠
な
り
。

考
亭
は
朱
蒸
(
一
二
一
一

0
1
………

0
0
)
の
こ
と
。
「
執
熱
」
、
が

「
実
用
L

で
あ
る
と
一
言
う
の
は
、
こ
れ
が
抽
象
的
な
意
味
で
は
な
く
、

夏
の
酷
暑
に
と
ら
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
朱
鶴
齢
は
、
社
帯
、
が
、
兵
士

た
ち
は
酷
暑
の
中
で
先
張
り
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
酷
暑
を
ど
う
し

た
ら
洗
い
流
せ
る
だ
ろ
う
か
と
気
遣
っ
て
い
る
と
解
し
て
い
た
こ
と

に
な
ろ
う
。

成
都
時
代
と
愛
州
時
代

次
に
「
執
熱
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
「
大
関
い
(
『
詳
註
』

巻
一
乙
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
宝
応
元
年
(
七
六
二
)
の
初
夏
に
成

都
で
脅
か
れ
た
。
冒
頭
の
八
匂
を
引
こ
う
。

西
間
関
冬
不
一
一
封
筒
鶴
冬
に
雪
ふ
ら
ず

春
農
尚
敵
轍
春
農
尚
お
敬
敬
た
り

あ
い
け
ん

上
天
国
哀
替
上
天
哀
寄
を
自
ら
し

朱
一
愛
雷
同
欝
陶
朱
菱
雲
欝
陶
た
り

す
な
わ

執
熱
乃
調
鼎
執
熱
乃
ち
鼎
を
沸
か
し

繊
編
成
績
抱
繊
綿
織
抱
と
成
る

さ
つ

風
一
一
一
府
瀦
万
患
風
一
一
一
期
万
里
に
繍
た
り

は
い
た
く

需
沢
施
蓬
藷
需
沢
蓬
蕎
に
施
す

上
元
二
年
(
七
六
一
)
の
十
月
以
来
、
萄
の
西
部
で
は
皐
盤
、
が
続

い
た
。
宝
応
元
年
(
七
六
二
)
の
夏
、
社
南
は
西
川
節
度
使
の
厳
武

に
「
説
田
平
」
(
同
詳
控
』
巻
二
五
)
を
奉
っ
て
、
四
徒
を
解
放
す
る
な

ど
の
善
政
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
候
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
説
い

た
。
そ
こ
で
法
「
今
萄
白
十
月
不
雨
。
」
(
今
議
十
月
よ
り
雨
ふ
ら

ず
。
)
と
言
っ
て
い
る
む
そ
の
よ
う
な
お
り
に
、
夏
の
雨
雲
、
が
わ
き

起
こ
り
、
「
執
熱
」
が
か
な
え
の
湯
を
沸
騰
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
な

、
}
ノ

1
2よ

内ふ
〆
'z丸、



っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
司
詳
注
』
な
ど
の
従
来
の
在
は
こ
の

熱
」
に
つ
い
て
は
出
典
を
示
さ
な
い
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
書
は
、
「
あ

っ
さ
は
鼎
の
お
湯
を
わ
か
す
様
で
あ
り
、

:
:
:
J
と
訳
し
、
「
字
解
」

で
は
、
「
詩
経
の
語
、
こ
こ
は
た
だ
熱
の
義
に
用
ふ
J

と
一
一
一
一
口
う
。
や

や
詳
し
く
説
明
を
加
え
る
の
は
李
認
ぷ
山
中
間
草
堂
詩
投
h

(

四
川
人

民
出
版
社
、
一
九
八
二
)
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

執
熱
雨
句
、
酷
熱
変
為
鼎
沸
、
細
葛
成
了
棉
抱
。
執
熱
、
執

得
難
以
解
脱
。
(
参
見
徐
仁
甫
『
杜
詩
注
解
務
権
』
巻
十
一
)

同
社
南
草
堂
詩
技
h

が
参
照
し
た
徐
仁
甫
司
社
詩
註
解
商
権
』
(
中

華
番
勝
、
…
九
七
九
)
は
、
「
大
雨
」
の
「
執
熱
」
の
二
句
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
一
言
う
。
関
連
部
分
を
引
用
し
よ
う
。(5} 

施
鴻
保
訓
「
執
」
為
「
極
」
(
見

2
祝
社
詩
説
b

巻
二
十
一
明
多

病
執
熱
奉
懐
李
尚
書
』
)
。
按
、
施
説
較
妥
。
「
執
熱
」
就
是
「
概

熱
」
。
下
旬
「
繊
稀
」
可
証
。
・
:
:
・
可
児
「
繊
」
是
形
容
認
。

此
詩
「
執
熱
」
之
執
也
差
形
容
詞
。
一
台
地
雨
勾
詩
的
「
乃
」
「
成
」

‘
一
字
為
可
一
文
、
都
可
当
作
「
為
」
字
解
、
:
:
:
社
南
明
仰
向
功
山
知
、

「
白
馬
為
鉄
線
、
小
児
成
者
翁
。
」
皆
「
成
」
「
為
」
互
文
、
「
成
」

猫
「
為
」
也
。
所
以
「
執
熱
乃
灘
間
州
」
就
是
形
容
機
熱
成
為
沸

鼎
的
意
思
。

「
執
」
は
対
句
構
成
か
ら
考
え
て
形
襟
認
で
あ
り
、
盛
ん
な
、
ひ

ど
い
と
い
う
意
味
に
な
る
こ
と
は
、
こ
の
匂
に
お
い
て
は
理
解
で
き

ょ
う
。
た
だ
し
、
例
え
ば
次
に
引
く
「
毒
熱
寄
簡
窪
評
事
十
六
弟
」

(
『
詳
詑
』
巻
一
五
)
で
、
「
執
熱
」
と
対
を
な
す
的
法
門
間
関
襟
」
で

あ
り
、
こ
ち
ら
は
動
認
と
し
て
解
釈
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ノ
形
容
詞
で
あ

る
と
一
律
に
判
新
す
る
の
は
適
切
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。
ま
た
、
前
掲

司
社
甫
詩
全
訳
』
は
、
「
天
気
酷
熱
胸
像
泡
在
濠
譲
関
的
鱗
裏
、

・9

」
と
訣
し
、
李
寿
松
・
李
翼
梧
宏
明
全
社
詩
新
一
釈
』
(
中
図
書
属
、

一一

C
O
二
)
は
、
「
鴇
熱
得
像
同
一
鴎
身
沸
鼎
之
上
中
、
:
:
:
。
執
熱
、
熱

不
可
解
J

と
一
一
一
一
回
っ
て
い
る
。
ぐ
ら
ぐ
ら
と
煮
え
立
つ
鼎
の
熱
湯
に

身
を
置
く
よ
う
な
暑
さ
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
毒
熱
寄
鋳
選
評
事
十
六
弟
」
は
、
大
麓
元
年
〈
七
六
六
)
の
初

秋
に
、
護
州
(
白
川
省
奉
節
県
)
で
内
弟
の
議
評
事
に
あ
て
て
警
か

1
た。ー

大
火
遊
金
気

2
荊
揚
不
知
秋

日
開
探
知
内
弟

(32) 

荊大
火

揚
金

秋気
をを
知運号
らら
ずし

内
弟
を
仰
ぎ

白
頭
を
露
わ
す

、
代
宗
本
紀
の
大
麻
晴
元
年
六
月
の
条
に
、
「
自

ひ
で
れ
リ

問
。
い
(
春
よ
り
四
千
し
、
此
の
月
庚
子
始
め
て

雨
ふ
る
。
)
と
い
…
緑
が
あ
る
が
、
接
州
で
も
こ
の
年
、
初
秋
に

な
っ
て
も
義
気
が
お
さ
ま
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
詩
題
の

!鶏
捧



の

認

を

社

南

は

(

巻

一

回

)

で

も

用

い

て

い

る
。
こ
ち
ら
は
大
橋
元
年
の
春
、
(
重
慶
市
震
鰐
県
)
に
あ
っ

て
、
察
安
の
尚
北
問
、
関
川
川
(
章
一
慶
市
関
県
)
に
い
る
常
徴
教
に
寄

せ
た
も
の
で
あ
り
、
躍
聯
に
、
「
開
州
入
要
知
涼
冷
、
不
似
襲
安
毒

熱
新
」
(
問
問
州
褒
に
入
り
て
知
る
涼
冷
な
る
を
、
似
ず
裳
安
毒

熱
の
新
た
な
る
に
)
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
酷
暑
を
指
す
語
で
あ
る
。
「
毒

熱
寄
筒
嶺
一
許
事
十
六
弟
」
の
「
執
熱
」
の
諮
に
つ
い
て
、
林
継
中
司
社

詩
越
次
公
先
後
解
職
校
』
己
紙
巻
二
(
上
海
古
籍
出
販
社
、
一
九
九

回
)
は
、
コ
一
一
川
経
』
の
「
執
熱
」
の
二
句
を
引
く
が
、
多
く
の
注
釈

(
6
}
 

は
出
典
を
示
さ
な
い
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
警
は
、
「
間
関
襟
」
の
三
句
を
、
「
自

分
は
襟
を
開
い
て
内
弟
が
ゐ
た
な
ら
ば
と
お
も
ひ
、
あ
つ
い
も
の
を

纏
っ
て
ゐ
る
様
な
く
る
し
さ
で
し
ら
が
あ
た
ま
を
ま
る
だ
し
で
ゐ

る
J

と
訳
し
、
「
字
解
」
で
は
、
「
あ
っ
き
も
の
を
手
に
も
つ
こ
と
、

明
詩
経
』
に
出
。
つ
。
こ
こ
は
そ
れ
ほ
ど
あ
っ
き
在
い
ふ
な
り
J

と
述

べ
る
。
前
掲
明
社
帯
詩
全
訳
b

は
、
「
散
開
衣
襟
仰
望
蕎
俗
、
苦
子

炎
熱
而
襟
露
着
自
顔
。
」
と
一
一
=
口
う
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
警
と
大
差
は
な

い
が
、
炎
熱
に
苦
し
ん
で
白
髪
一
践
を
む
き
出
し
に
す
る
と
一
一
一
一
口
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。

つ
い
で
大
騒
二
年
(
七
六
七
)
の
晩
一
夏
、
楠
笹
川
川
で
作
ら
れ
た
「
諜

伐
木
」
(
『
詳
注
』
巻
一
九
)
を
引
こ
う
。
使
用
人
に
命
じ
て
埴
摂
を

修
理
す
る
材
木
を
伐
り
出
さ
せ
た
こ
と
を
詠
ず
る
詩
で
あ
る
。

じ

我
が
為
に
煩
促
を
忍
ぶ

「
執
熱
」
に
つ
い
て
は
司
社
詩
趣
次
公
先
後
解
輯
校
b

戊
秩
巻
一

が
『
詩
経
h

の
二
句
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
黄
生

2
義
府
』
巻
上

は
、
こ
の
詩
の
「
執
熱
」
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

孟
引
詩
、
誰
能
執
熱
。
考
一
詩
、
鄭
一
議
作
執
持
熱
物
解
。
越
投

開
之
、
他
注
亦
関
之
、
並
誤
。
執
郊
執
友
之
執
、
・
執
友
者
、
其

交
不
能
解
、
執
熱
者
、
其
熱
不
可
釈
。
:
:
:
杜
南
詩
、
爾
宙
開
軽

執
熱
、
皆
得
本
意
。

?
?
胤
詩
の
「
誰
一
能
執
熱
」
を
引
く
。
詩
を
考
う
る
に
、
鄭
護

は
熱
物
を
執
持
す
の
解
を
作
す
。
越
注
は
之
に
間
以
り
、
他
注
も

亦
之
に
問
問
る
は
、
並
び
に
誤
れ
り
。
執
は
執
友
の
執
の
如
し
、

ル」

執
友
は
、
其
の
交
わ
り
解
く
能
わ
ず
、
執
熱
は
、
其
の
熱
釈
く

可
か
ら
ず
。
:
:
:
社
甫
の
詩
の
、
爾
が
曹
執
熱
を
軽
ん
ず
は
、

皆
な
本
意
を
得
た
り
。

替
(
生
は
か
た
く
結
ば
れ
た
友
情
の
よ
う
に
容
易
に
解
く
こ
と
の

(7) 

で
き
な
い
暑
熱
と
解
し
て
い
る
。
な
お
「
執
友
」
の
語
は
、
明
礼
記
』

曲
礼
上
に
、
「
執
友
称
其
仁
也
。
」
(
執
友
は
其
の
仁
を
称
す
る
な

り
。
)
と
あ
り
、
鄭
注
に
、
「
執
友
執
志
向
者
。
」
(
執
友
は
志
を
執
る

こ
と
向
じ
き
者
な
れ
ソ
J
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
諾
は
社
南
「
央

主
彰
州
檎
」
(
巻
一
七
)
の
冒
頭
に
、
「
執
友
驚
論
没
、
新

(33) 



人
己
寂
琴
」
(
執
友
論
没
す
る
に
驚
く
、
新
人
己
に
寂
審
な
れ
ツ
)

と
い
う
一
例
が
見
え
て
い
る
。
「
煩
促
」
の
語
は
、
張
華
「
答
何
敬

二
首
」
〈
其
一
〉
(
『
文
選
』
巻
二
回
)
に
、
「
活
騒
音
不
足
、
煩
促
毎

は

な

同

地

つ

ね

有
余
」
(
情
臓
は
苦
だ
足
ら
ず
し
て
、
煩
促
は
毎
に
余
り
有
ち
)
と

あ
る
。
あ
わ
た
だ
し
く
多
忙
な
こ
と
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
豊
富
は
二
句
を
、

「
お
ま
へ
た
ち
は
炎
熱
を
四
回
し
て
な
ん
と
も
お
も
は
ず
自
分
の
た
め

に
う
る
さ
さ
き
も
ち
を
が
ま
ん
し
て
は
た
ら
い
て
く
れ
た
。
」
と
訳
し
、

「
執
熱
」
の
「
字
解
」
で
は
、
「
あ
つ
い
も
の
を
手
に
取
る
こ
と
っ
語

は
詩
経
に
み
ゆ
。
こ
こ
は
炎
熱
を
脅
す
こ
と
を
い
へ
り
。
」
と
一
一
一
一
口
う
っ

前
掲
宗
門
講
詩
全
訳
』
は
、
「
執
熱
」
を
「
酷
熱
」
の
こ
と
だ
と
し
、

「
伽
例
不
倍
烈
日
酷
害
、
為
我
忍
受
了
多
少
労
苦
!
」
と
訳
し
て
い
る
。

さ
ら
に
信
応
挙
『
社
説
川
新
捕
注
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
、
二

O
O二
)

は
、
「
明
爾
蔑
』
二
句
、
一
一
一
日
執
熱
之
天
、
人
人
均
畏
、
但
年
軽
人
能
経

受
得
起
、
故
一
広
明
軽
執
熱
』
。
井
請
為
我
受
執
熱
之
煩
畑
山
J

と
述
べ
、

こ
れ
も
酷
暑
と
解
釈
し
て
い
る
。

愛
州
時
代
以
後

に
は
詩
題
に
「
執
熱
」
を
用
い
た
「
多
病
執
熱
奉
嬢
李
尚

(
司
詳
注
』
巻
二
一
)
も
あ
る
。
大
騒
一
一
一
年
(
七
六
八
)
四
月
、

江
段
(
湖
北
省
荊
州
市
)
の
近
郊
で
警
か
れ
た
。
は
次
の
よ

う
に
一
斉
う
。

衰
年
正
苦
病
周
波
護
衰
年
正
に
苦
し
む
病
の
慢
凌
す
る
に

も
ち

蓄
裏
部
門
須
気
欝
蒸
首
一
星
何
ぞ
須
い
ん
気
の
欝
蒸
な
る
を

『
詳
控
h

誌
郡
詑
(
都
宝
集
註
『
刻
社
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』

ル
rh

巻
二
一
エ
を
引
い
て
、
「
執
、
四
也
。
図
問
問
於
熱
也
。
」
(
執
は
国
わ

く
る

る
る
な
り
の
囚
わ
れ
て
熱
に
霞
し
む
な
り
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。
鈴
木
虎
雄

前
掲
警
は
「
題
義
」
で
「
多
痛
で
あ
っ
さ
に
く
る
し
め
ら
れ
て
い
る

と
き
李
荷
量
一
闘
を
お
も
う
た
詩
」
と
一
言
う
。
病
気
、
が
ち
で
あ
る
上
に
、

江
援
の
あ
た
り
で
は
菱
に
な
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
す
で
に
む
っ
と

す
る
よ
う
な
熱
気
が
立
ち
こ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

社
需
が
最
後
に
「
執
熱
」
の
語
を
用
い
た
の
は
「
北
風
(
春
生
南

国
療
ご
(
『
詳
説
』
巻
二
二
)
で
あ
り
、
大
勝
四
年
(
七
六
九
)
の
春
、

新
嬢
江
口
(
揚
南
省
翠
城
県
)
か
ら
瀬
江
を
瀕
っ
て
調
停
州
(
湖
窮
省

長
沙
市
)
へ
う
と
し
た
時
に
警
か
れ
た
。
田
閉
鎖
と
中
間
の
六
句

を
引
こ
う
。

10 
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春
に
生
ず
南
関
の
樟

荒
は
北
嵐
を
待
ち
て
蘇
る

在 j允擦破
往沈枯 j良
須まとにを
つし付禽

てすり
在
れ
ば



ゆ
る

U
R知
寛
病
肺
思
つ
知
る
病
腕
寛
や
か
な
る
を

は
不
敢
恨
危
途
敢
え
て
危
途
を
恨
ま
ず

司
社
詩
越
次
公
先
後
解
輯
校
』
己
軟
巻
四
は
、
第
十

に
つ
い
て
、
「
両
匂
則
又
尚
苦
熱
、
反
須
凌
寒
也
。
」
(
雨
匂
は
別
ち

な

お

ま

又
尚
熱
に
苦
し
み
、
反
っ
て
寒
を
凌
ぐ
を
須
つ
な
り
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。

簡
潔
だ
が
適
切
な
説
明
で
あ
る
の
越
次
公
の
言
う
と
お
り
、
こ
の
執

熱
は
暑
熱
に
苦
し
む
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
欝
は
「
字
義
」

で
、
「
執
熱
あ
っ
き
こ
と
、
作
者
の
慣
用
語
、
詩
は
『
詩
』
桑
柔

に
見
ゆ
。
」
と
一
一
一
一
口
い
、
「
あ
つ
く
る
し
さ
が
い
つ
ま
で
も
ふ
か
く
の
こ

っ
て
ゐ
る
の
で
は
、
と
き
ど
き
は
寒
さ
を
を
か
す
と
い
ふ
こ
と
も
必

要
に
な
る
。
」
と
訳
す
。
ま
た
前
掲
『
全
社
詩
新
釈
』
は
、
「
執
熱
」

に
つ
い
て
「
熱
不
可
解
J

と
一
一
一
一
口
い
、
「
明
執
熱
』
二
匂
説
、
在
執
熱

沈
沈
時
候
、
正
需
要
寒
風
来
降
温
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
ど
沈
沈
」
は

多
義
的
な
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
霧
や
も
や
が
立
ち
こ
め
る
よ
う
に

熱
気
が
辺
り
を
つ
つ
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
執
熱
」
は
冒
頭
の
「
南

思
の
療
」
を
受
け
て
言
う
。

西

経
亀
蒙
の
詩
と
宋
代
の
詩

社
南
の
詩
以
外
に
「
執
熱
」
の
語
、
が
見
え
る
の
は
、
麿
詩
に
お
い

て
は
臨
亀
蒙

(
?
1
八
八
二
)
の
「
読
襲
楊
奮
出
伝
、
同
凶
作
詩
五
百

(8) 

寄
皮
襲
美
」
完
全
癒
詩
』
巻
六
一
七
)
の
み
で
あ
る
。

襟
を
披
い
て
荷
り
相
い
対
す
れ
ば

半
夜
忽
ち
白
接
な
り

執
熱
清
風
濯
、
ぎ

忘
憂
醇
酎
を
飲
む
が
ご
と
し

も
し
皮
日
休
が
訪
ね
て
く
れ
、
二
人
で
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
時
間
の
経
過
も
知
ら
ず
、
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
い
て

暑
熱
が
去
り
、
う
ま
い
摺
を
飲
ん
で
憂
い
を
忘
れ
る
か
の
よ
う
で
あ

る
、
と
な
ろ
う
。
棟
賂
燃
主
編
円
増
訂
注
釈
全
農
詩
』
(
文
化
芸
術

出
版
社
、
二

O
O
二
は
こ
の
詩
の
「
執
熱
」
に
、
「
酷
熱
、
熱
得

難
以
解
脱
。
」
と
い
う
、
誌
を
加
え
る
。
容
易
に
逃
れ
ら
れ
な
い
よ
う

な
ひ
ど
い
暑
さ
だ
と
一
言
う
の
で
あ
る
。

宋
代
に
入
る
と
「
執
熱
」
の
語
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
い
く
つ
か
の
例
を
引
い
て
お
こ
う
。
劉
敵
(
一

O
一
九
1
一
O

六
八
)
の
「
凌
丹
」
(
町
公
是
集
』
巻
五
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

冒
頭
四
匂
を
引
く
。

執
熱
本
可
譲
執
熱
濯
ぐ
可
か
ら
ず

昏
昏
鋒
衣
巾
昏
昏
と
し
て
衣
巾
に
倦
む

涼
月
如
有
情
諒
月
情
有
る
が
如
し

万
里
来
窓
入
万
里
来
っ
て
人
を
窓
む

ま
た
、
蘇
轍
(
一

O
三
九
1
一
一
一
二
)
の
「
和
韓
宗
弼
暴
雨
」

(
明
築
城
集
』
巻
五
)
の
冒
頭
に
は
次
の
匂
が
あ
る
。

披
襟
両
相
対

執
熱
譲
清
風

(35) 



執
熱
臥
北
窓
執
熱
北
窓
に
臥
す

。
ん
り

淋
瀦
汗
流
控
淋
鴻
と
し
て
汗
は
流
れ
筏
ぐ

嘉
祐
年
間
洲
士

O
五
六
1
一
O
六
七
)
の
進
士
で
あ
る
孔
武
仲
の

「
初
秋
大
熱
」
(
明
清
江
三
孔
集
』
巻
五
)
は
秋
に
な
っ
て
も
酷
暑
が

収
ま
ら
な
い
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。

誰
知
祝
一
瓢
箪
誰
か
知
ら
ん
祝
融
の
寧

執
熱
超
越
来
執
熱
躍
起
と
し
て
来
る
を

祝
一
織
は
夏
を
つ
か
さ
ど
る
神
。
超
越
は
次
々
に
あ
ら
わ
れ
る
さ
ま
。

さ
ら
に
際
寧
年
間
(
一

O
六
八
1
一
O
七
七
)
の
進
士
で
あ
る
郭

祥
正
の
「
将
遊
五
崇
度
夏
代
別
促
伴
敦
復
」
(
『
青
山
集
』
巻
…
…
)

の
薗
頭
に
も
、

六
月
執
熱
忠
一
察
泉
六
月
執
熱
雲
泉
を
患
う

五
議
参
差
如
紺
蓮
五
峯
参
差
と
し
て
紺
蓮
の
如
し

と
い
う
旬
、
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
用
例
は
多
い
が
、
割
愛
す
る
。

お
わ
り
に

さ
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
執
熱
」
の
語
が
、
社
南
に
よ

っ
て
詩
訟
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
執
熱
」
の
諮
が
…
殻
的
に
詩
諮
と
間
凡
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
。
『
読
社
詩
説
h

が
「
多
病
執
熱
奉
懐
学
尚
書
」

の
「
執
熱
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
常
語
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
詩
語
辞
典
の
類
を
調
べ
て
み
て
も
こ
の
諮
を
収
録

す
る
も
の
は
少
な
い
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
は
、
江
叢
生
'
陸
尊

梧
、
王
編
『
実
用
金
庸
詩
語
典
』
(
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
)

に
「
執
裁
と
の
項
目
が
あ
り
、
「
酷
熱
。
」
と
の
み
鰭
単
に
一
一
一
一
口
っ
て
、

社
甫
の
「
毒
熱
寄
簡
議
評
事
十
六
弟
」
と
「
諜
伐
木
」
を
出
典
と
し

て
引
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
杜
詩
に
見
え
る
ニ
の
認
を

一
律
に
「
艶
軌
ご
と
解
釈
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
は
今
ま

で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
語
に
多
様
な
解
釈
が
生
じ
た
の
は
、
典
拠
と
な
っ

て
い
る
司
詩
経
』
に
お
い
て
既
に
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
記

因
し
て
い
よ
う
。
た
だ
し
こ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
社
商
法
熱
い

物
を
手
に
持
つ
と
い
う
意
味
で
用
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

暑
熱
、
あ
る
い
は
酷
熱
、
さ
ら
に
は
暑
熱
に
苦
し
む
と
い
う
意
味
で

用
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ど
れ
を
と
る
か
は
詩
に
よ
っ
て
異
な
る
。

「
大
雨
」
の
「
執
熱
」
を
鵬
首
熱
と
解
釈
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
し
、

「
毒
熱
警
衛
箆
評
事
十
六
弟
」
中
の
「
執
熱
」
や
「
多
病
執
熱
奉
懐

李
尚
喜
」
と
い
う
詩
題
の
「
執
熱
」
に
し
て
も
、
こ
れ
を
単
に
鑑
情
熱
、

も
し
く
は
酷
熱
と
解
釈
す
る
の
は
妥
当
と
は
蓄
え
ず
、
こ
れ
ら
は
暑

べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
に
「
北
風
(
春
生
南

は
酷
暑
そ
の
も
の
を
指
し
て
一
言
う
と

〈
其
問
〉
の
場
合
は
、
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に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
て
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
よ
う
に
、
精
神

的
に
す
っ
き
り
し
な
い
状
態
を
一
言
う
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
繰
り
返

せ
ば
、
社
南
の
「
執
熱
」
に
つ
い
て
一
定
の
解
釈
を
機
械
的
に
適
用

し
た
の
で
は
、
正
確
な
理
解
に
到
達
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

社
甫
が
暑
熱
に
苦
し
ん
だ
こ
と
を
詠
ず
る
詩
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
乾
元
元
年
(
七
五
八
)
、
諜
州
に
い
た
時
に
も
、
「
早
秋
苦
熱

堆
案
栂
仇
」
(
句
詳
注
h

巻
ム
ハ
)
で
、
「
七
月
六
日
苦
炎
蒸
、
対
食
暫

餐
選
不
能
」
(
七
月
六
日
炎
蒸
に
苦
し
み
、
食
に
対
し
て
暫
く
餐

ま

ら
わ
ん
と
す
る
も
還
た
能
わ
ず
)
と
一
寄
っ
た
し
、
大
潜
元
年
(
七
六

六
)
、
淑
賀
川
川
で
議
聞
か
れ
た
「
熱
一
一
一
首
」
〈
英
一
〉
(
『
詳
注
』
巻
一
五
)

(9) 

の
冒
頭
間
勾
で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

つい

雲
雨
寛
虚
無
誠
一
一
同
雨
寛
に
虚
無
な
り

炎

赫

衣

流

汗

炎

赫

衣

汗

を

流

し

よ
み
が
え

抵
抗
霊
気
不
蘇
低
霊
気
蘇
ら
ず

(mw〉

社
南
は
憂
ば
か
り
で
な
く
冬
で
も
春
で
も
暑
熱
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

永
泰
元
年
(
七
六
五
)
の
冬
、
雲
安
に
著
い
た
時
に
は
「
又
雪
」

(
『
詳
注
』
巻
一
回
)
を
奮
い
て
、
「
冬
熱
鴛
鳶
病
、
峡
深
封
切
虎
矯
」
(
冬

熱
く
し
て
鴛
驚
病
み
、
峡
深
く
し
て
制
約
虎
騎
る
V

と
一
詠
じ
た
し
、
大

麿
四
年
(
七
六
九
)
、
津
州
に
い
た
時
に
は
「
宿
花
石
成
」
(
『
詳
投
』

巻
二
二
)
で
、
「
地
蒸
南
風
感
、
春
熱
田
日
暮
」
(
地
蒸
し
て
海
底
盛

ん
に
、
春
熱
く
し
て
西
日
暮
る
)
と
詠
じ
た
。
こ
の
苦
し
み
は
最
晩

年
で
も
変
わ
ら
な
い
。
「
舟
中
苦
熱
遺
懐
」
(
明
詳
説
』
巻
二
一
一
一
)
で
は
‘

次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

入
舟
雛
管
熱
舟
に
入
り
熱
に
日
苦
し
む
と
雛
も

す

す

号

ぞ

垢
賦
可
瀧
議
垢
蹴
獄
ぎ
濯
ぐ
可
し

こ
の
詩
の
「
苦
熱
」
は
「
執
熱
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

絶
筆
と
さ
れ
る
「
風
疾
、
舟
中
伏
枕
書
壊
、
三
十
六
韻
、
奉
窪
湖

南
親
友
」
(
司
詳
注
』
巻
二
十
一
一
一
)
に
お
い
て
も
、
「
欝
欝
冬
炎
撞
、

議
濠
一
前
滞
淫
」
(
欝
欝
と
し
て
冬
炎
療
あ
り
、
濠
濠
と
し
て
雨

滞
惑
す
)
と
述
べ
、
冬
で
も
毒
気
を
含
ん
だ
暑
さ
が
お
さ
ま
ら
な
い

こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

社
南
は
こ
の
よ
う
な
耐
え
が
た
い
暑
熱
を
詠
ず
る
語
と
し
て
『
詩

経
h

か
ら
「
執
熱
」
を
見
山
出
し
、
そ
の
時
々
の
感
慨
を
こ
め
て
詩
中

に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
南
の
、
古
典
の
語
に
新
た
な
生
命
を

吹
き
こ
む
試
み
は
麿
代
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
賛
同
を
得
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
宋
代
に
至
る
と
多
く
の
追
随
者
を
生
む
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

(37) 
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(
l
)
小
林
勝
人
司
孟
子
』
(
岩
波
文
産
、
一
九
七
二
)
は
、
「
:
:
:
と
こ

ろ
が
今
や
、
諸
侯
た
ち
は
天
下
無
敵
に
な
り
た
い
と
こ
い
顕
い
な
が

あ
っ
N
C

ら
、
し
か
も
仁
政
を
行
な
わ
な
い
の
は
、
こ
れ
こ
そ
暑
熱
を
払
い
の

け
よ
う
と
し
な
が
ら
、
行
水
を
し
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
間
間
違
い
も

甚
だ
し
い
。
『
詩
経
』
に
も
ア
」
の
暑
気
を
払
う
の
に
、
誰
が
よ
く
行

水
せ
ず
に
お
ら
れ
よ
う
』
と
歌
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
J

と
訳
し
、

あ
っ
さ

詳
細
な
注
を
約
し
た
上
で
、
「
:
:
:
執
熱
は
『
毛
伝
』
に
よ
っ
て
『
熱

あ

っ

さ

み

っ

さ

ふ

せ

を
救
う
』
と
よ
み
、
明
熱
を
救
う
』
と
は
『
熱
を
救
(
妨
)
ぐ
』
こ
と

で
あ
り
ち
す
な
わ
ち
宣
摺
熱
な
払
い
の
け
る
』
と
解
釈
し
て
お
く
J

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
野
橋
…
『
晶
子
』
(
全
釈
漢
文
大
系
、

集
英
社
、
一
九
七
三
)
は
、
引
用
さ
れ
た
『
詩
経
』
を
「
だ
れ
で
も

熱
い
思
い
を
し
て
、
水
浴
び
せ
ぬ
者
が
あ
ろ
う
か
」
と
訳
し
、
「
普
通

に
は
、
熱
い
物
を
も
っ
た
あ
と
、
水
で
そ
の
手
を
抗
っ
て
冷
や
さ
ぬ

者
は
な
い
と
解
す
る
(
越
・
朱
)
。
そ
の
他
こ
れ
を
修
正
し
た
二
、

一
二
の
説
も
あ
る
が
、
向
指
や
毛
奇
齢
に
よ
る
と
、
「
執
熱
」
と
は
熱
い

物
が
体
に
迫
る
こ
と
で
、
明
千
字
文
h

に
「
執
熱
願
掠
」
と
あ
る
ご
と

く
、
暑
熱
に
接
し
て
水
浴
び
す
る
こ
と
の
窓
と
す
る
の
が
よ
い
(
西

島
関
渓
)
J
と
説
明
し
て
い
る
。

(2)
『
抱
朴
子
』
外
篇
巻
一
、
臣
節
第
六
に
は
、
「
抱
朴
子
日
、
自
轍
般

肱
別
手
足
也
。
履
氷
執
熱
不
得
辞
篤
。
」
(
抱
朴
子
日
く
、
思
股
肱

に
織
う
る
は
則
ち
手
足
な
り
の
氷
を
踏
み
熱
を
執
り
て
辞
す
る
を
得

ず
と
。
)
と
あ
る
。
間
以
を
股
肱
と
一
方
向
う
の
は
手
足
に
喰
え
た
の
で
あ
り
、

君
主
の
手
足
で
あ
る
印
は
、
氷
を
踏
ん
だ
り
熱
い
物
を
手
で
っ
か
ん

だ
り
す
る
苦
労
を
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
合
こ
れ
は
「
鄭

護
い
の
解
釈
に
近
い
。

(3)
あ
る
い
は
、
水
一
諮
し
て
汗
を
濯
ぎ
流
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
と

解
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

(
4
)
鏡
慢
の
発
一
一
一
一
口
は
『
毛
詩
解
』
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
が
未
詳
。
ま

た
『
詳
註
b

の
引
用
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
考
古
?

解
」
の
下
に

J
P
字
を
欠
く
。
な
お
「
集
伝
」
に
は
、
「
執
熱
、
手

執
熱
物
告
。
」
(
執
熱
は
、
手
に
熱
物
を
執
る
な
り
。
)
と
あ
る
。

(5)
司
読
社
詩
説
』
詰
「
多
病
執
熱
奉
壊
李
尚
書
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に一一一一口う。多
病
執
熱
泰
嬢
李
尚
書
、
注
引
部
長
欝
説
、
執
、
国
也
、
国
関

於
熱
告
。
今
按
公
詩
、
執
熱
多
作
機
熱
解
。
大
雲
寺
費
公
一
房
一
京
、

「
執
熱
領
州
内
有
」
、
夏
夜
嘆
去
、
「
執
熱
瓦
棺
望
一
」
、
大
雨
云
、
「
執

熱
乃
瀦
鼎
」
、
:
:
:
、
皆
是
。
菱
夜
礎
技
、
引
鍾
一
爆
説
、
:
:
:
。
此

説
亦
間
培
、
部
説
解
作
図
字
、
非
世
。
然
疑
只
当
時
常
一
組
問
。

多
病
執
熱
奉
嬢
李
尚
書
、
注
に
部
長
務
の
説
を
引
く
、
執
誌
、

関
わ
る
る
な
り
。
囚
わ
れ
て
熱
に
闘
し
む
な
り
と
。
今
公
の
詩
を

按
ず
る
に
、
執
熱
は
多
く
擁
熱
の
解
と
作
す
。
大
雲
寺
の
費
公
の

関
に
云
う
、
「
執
一
熱
嬢
何
か
有
ら
ん
」
と
、
一
史
夜
嘆
に
云
う
、

「
執
熱
互
い
に
組
問
い
留
一
五
〕
」
と
、
大
雨
に
云
う
、
「
執
熱
乃
ち
鼎

を
沸
か
す
」
と
、
:
:
:
、
皆
是
れ
な
り
。
一
翠
夜
嘆
の
桟
に
、
銀
慢

の
説
を
引
く
、
:
:
:
と
。
此
の
説
亦
是
、
怒
り
、
部
説
解
し
て
m仰

の
字
と
作
ず
は
、
非
な
り
。
然
る
に
疑
う
ら
く
は
只
当
時
の
常
語

な
る
の
み
な
ら
ん
。

(
6
)
管
見
の
範
間
関
で
誌
、
構
・
藤
政
明
器

(38) 
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「
誰
能
執
熱
、
近
世
楊
用
鯵
議
熱
不
去
体
為
執
、
執
非
手
持
之
義
。

杜
詩
執
熱
露
出
…
明
韓
文
如
熱
之
濯
清
服
、
古
義
本
如
此
。
」
(
誰
能

執
熱
、
近
世
の
楊
期
修
は
熱
体
を
去
ら
ざ
る
を
執
と
為
す
、
執
は

手
持
の
殺
に
非
ず
と
謂
う
。
杖
詩
の
「
執
熱
露
白
頭
」
、
韓
文
の

「
熱
之
瀧
清
鼠
」
の
如
き
は
、
古
義
は
本
此
の
如
し
。
〉
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。
明
・
揚
慎
の
発
一
一
一
一
口
は
未
確
認
だ
が
、
彼
も
「
執
熱
い
を
身

体
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
離
れ
な
い
暑
さ
と
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
7
)
「
執
如
執
友
之
執
」
に
付
さ
れ
た
原
設
に
、
「
執
、
間
執
組
。
」
(
執

は
、
関
執
す
る
な
り
。
)
と
あ
る
。

(8)
詩
以
外
で
は
、
例
え
ば
韓
愈
「
答
張
籍
欝
」
(
司
令
一
騎
文
』
巻
五
五

こ
に
、
「
今
乃
大
得
所
菌
、
脱
然
若
沈
荷
去
体
、
漉
然
若
執
熱
者
之

諜
清
嵐
山
出
。
」
(
今
乃
ち
大
い
に
関
る
所
を
得
て
、
脱
然
と
し
て
沈
荷

の
体
を
去
る
が
若
く
、
漉
然
と
し
て
熱
に
執
わ
る
る
者
の
清
嵐
に
濯

ぐ
が
若
き
な
り
。
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

(
9
)
こ
の
詩
で
も
、
自
身
、
が
炎
熱
に
苦
し
む
こ
と
を
詠
ず
る
だ
け
で
は

な
く
、
〈
其
一
一

J

〉
で
は
「
紘
議
炎
蒸
景
、
翻
錦
征
成
人
、
十
年
可
解
甲
、

為
爾
一
一
語
巾
」
(
紘
寝
た
り
炎
蒸
の
景
、
鞠
織
た
り
征
成
の
人
、
十

年
甲
を
解
く
.
司
し
、
一
備
の
為
に
一
に
巾
を
一
揺
す
)
と
述
べ
て
、
従

軍
す
る
兵
士
た
ち
の
境
遇
を
気
遣
っ
て
お
り
、
「
一
塁
夜
歎
」
の
構
成
と

共
通
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

(
叩
)
杜
甫
が
暑
熱
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
て
詠
じ
た
詩
人
に
、

嘉
靖
四
四
年
(
一
五
六
五
)
の
進
士
で
、
万
潜
一
一
一
年
(
一
五
七
五
)

に
四
川
提
学
割
捷
と
な
っ
た
際
文
燭
の
「
涜
花
諜
納
涼
」
(
『
詳
詮
』

補
註
巻
上
、
諸
家
詠
社
)
が
あ
り
、
「
朱
憂
多
炎
暑
、
束
帯
発
長
歎
、

:
:
杜
接
亦
苦
熱
、
高
時
江
之
平
」
(
朱
夏
炎
暑
多
く
、
束
帯

ほ
と
号

長
歎
を
，
売
す
、
:
:
:
杜
陵
も
亦
熱
に
苦
し
み
、
在
の
干
に
高
昧
す
)

と
詠
じ
て
い
る
。

(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
)
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